
臨時特例措置により免除・納付猶予が承認されたみなさまへ

令和2年7月以降の国民年金保険料免除・納付猶予を希望する場合、

　　　　　　　　○○年金事務所国民年金課：℡　0000－000－000
　　　　　　　　　　　　（自動音声案内「●」→「●」の順に番号を押してください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　    月～金曜日　8：30～17：15

● お問い合わせ等ありましたら、ねんきん加入者ダイヤルまたは年金事務所におかけください。
ねんきん加入者ダイヤル：℡ 0570－003－004

月～金曜日 8：30～19：00 第2土曜日 9：30～16：00

① 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（令和2年度分 臨時特例免除申請者用）
※「⑫特例認定区分」欄は、必ず「３．その他 臨時特例」に〇をしてください。

② 所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））
➜申請書等の記入例は裏面をご参照ください。

申請に必要なもの

お問い合わせ先
日本年金機構ホームページはこちら▶

令和２年度分の申請対象となる期間

令和２年7月分 から 令和３年6月分 まで

改めて

2007 1016 023

国民年金保険料免除の申請が必要です！

現在、お客様は臨時特例措置により、国民年金保険料免除または納付猶予が令
和2年6月分まで承認されています。

申請には、同封している以下の書類（申請に必要なもの：①と②）に必要事項
をご記入いただき、返信用封筒により提出してください。

Ｑ．所得の申立書の「④収入が減少した後の所得見込額」は、令和２年
７月以降の月の収入をもとに計算した額を記入するのでしょうか。

Ａ．令和２年２月から申請月までの任意の月における収入をもとに計
算した額で可能です。

Ｑ＆Ａ

引き続き、令和2年7月分以降も、臨時特例措置による国民年金保険料免除・納
付猶予をご希望される方は、あらためて申請書の提出をお願いします。

改めて 国民年金保険料免除の申請が必要です！



２つの書類をあわせてご提出ください

➀  申 請 対 象 期 間

　
円 円※ 円※

④
被保険者（申請者）の所得見込額 配偶者（夫または妻）の所得見込額

※配偶者や世帯主がいない場合や、配偶者や世帯主に②の収入減少がない場合は「なし」と記載

世帯主の所得見込額

 収入が減少した後の所得見込額（簡易な所得見込額）をご記入ください。
  （裏面Ｅ欄の各控除等の控除後の所得見込額をご参考にご記入ください）

➁

③
被保険者（申請者）氏名

※　

フリガナ フリガナ

※配偶者や世帯主がいない場合や、配偶者や世帯主に②の収入減少がない場合は「なし」と記載

令和２年度分（令和２年７月分以降）

 下記にチェック（☑）してください。

　

  □ 新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少しました。

 収入が減少した者の氏名をご記入ください。
 　      ※新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した方の分のみ記載してください。

　　     　 記載のない方の分については、前年度の所得に基づき審査します。

世帯主氏名

フリガナ

※　

配偶者（夫または妻）氏名

※令和２年度分は令和３年６月分までが対象となります。

上記の申立の内容に相違ありません。

　　　　　　　　　　　　 　 　 　  日本年金機構理事長あて

令和○年○月○日 提出

 

住所○○市○○町○○１－２－３

被保険者氏名　年金　太郎　印※

　※被保険者が自署した場合は、押印不要です。

＜免除・納付猶予申請書 記入例＞ ＜所得の申立書 記入例＞
［表面］

［裏面］

特例認定区分欄
収入が減少し、所得の申立
書による審査を希望する方
は、「３．その他 臨時特
例」に〇をしてください。

署名欄
被保険者の住所と氏名を記
入してください。
※被保険者が自署した場合
は、押印は不要です。

〇 〇 〇

〇〇市〇〇町○○１－２－３
xxx xxxx

年金 太郎

XXX XXXX XXXX

配偶者・世帯主欄
配偶者または世帯主がいる
場合に記入してださい。

氏名欄
収入が減少した方の氏名を記
入してください。

年金 花子

なし年金 太郎
ﾈﾝｷﾝ ﾀﾛｳ

✔

チェック欄
チェック（☑）してください。

所得見込額欄
収入が減少した方のみ記入して
ください。所得見込額の計算方
法は、所得の申立書の［裏面］
をご活用ください。

ﾈﾝｷﾝ ﾊﾅｺ

１

D 給与収入のみの方の場合の例
･Ｂ欄の金額×40％
※上記式で計算した額が65万円に満たない場合は「65万円」

A 令和２年2月以降から申請月のうち収入が減少した任意の月
と、その月の収入額（減収後の額が最も低い金額など）を記入
してください。

C 事業収入や不動産収入を有しない場合は記入の必要はあり
ません。

E 給与収入のみの方の場合の例
・給与収入が65万円以下の場合 ：０円
・給与収入が65万円を超える場合：Ｂ欄－Ｄ欄

このE欄の結果を表面の④欄の「簡易な所得見込額」に記入して
ください。

※所得の申立書の裏面は記入されていなくても構いません。

その他、ご不明な点などありましたら、日本年金機構ホームペー
ジに、記入方法を説明する動画をご用意しておりますので、是非
ご覧ください。

日本年金機構ホームページ https ://www.nenk in .go . jp/

2 5 0 0 0  0 

！ ！

円 円 円

円 円 円

円 円 円

　 　

円 円 円

円 円 円

給与収入、公的年金等収入を有する方

Ｅ　各控除等の控除後の所得見込額　Ｂ　－　（　Ｃ　＋　Ｄ　）　→　表面の④に記載

Ｄ　Ｂの収入のうち、給与収入、公的年金等収入に係る給与所得控除、公的年金等控除の見込額
　　（１２か月分）

事業収入、不動産収入を有する方

Ｃ　Ｂの収入のうち、事業収入、不動産収入に係る必要経費の見込額（１２か月分）

令和＿年 　 月 令和＿年 　 月 令和＿年 　 月

控除等（※2)

Ｂ　　収入見込額　（　Ａ　×　１２か月　）

配偶者（夫または妻）被保険者（申請者） 世帯主

Ａ　　令和２年２月以降の任意の１か月分の収入額（※1）

7 5 0 0  0 なし

9 ０ 0  0  0 ０

６ ５ 0 0 0  0

2 5 0 0 0  0 

2

署名欄
被保険者の住所と氏名を記入
してください。
※被保険者が自署した場合は、
押印は不要です。

××××××

7
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